
２０２４年度事業計画 

                              石川県テニス協会 

強化・ジュニア委員会 

１，委員会組織 委員長：紺谷 和生  

 （ジュニア委員）  浜口 国彦，越中  修，伊東 敏宏，山本 昌孝，河合 康典，宮田 佳恵，松本 浩伸  

加巳野 一八，平井  陽，森本 隆彬，安藤 有紀，村上 孝有，越田 晃司，神保 徹 

五十嵐 教子，杉本 康孝，森川 卓哉，川端 敏明 

  （強化委員）   松本 浩伸，山本 昌孝，加巳野 一八   

（国体スタッフ）成年：紺谷 和生，松本 浩伸，山本 昌孝   

        少年：宮田 佳恵，平井   陽，加巳野 一八  

２，基本構想 

  「高い競技能力を持った競技者の育成」と「人間的にも資質の高い人材の養成」を目指し、下記の課題をもとに事業を

推進する。 

(1)「チーム石川」を組織し、国民体育大会に向けてベスト８を目標とする。 

(2)ジュニア選手の底辺拡大と全国大会に出場する選手はもちろん、次の段階（北信越出場）の選手の競技力を上げ、 

県全体のレベルアップを図る。 

(3)成年のサポート体制を構築し、全国トップクラスの大学・実業団へ入った選手の支援・登用を行う。 

(4)一貫指導システムを確立する。 

(5)有望なジュニア選手を発掘・育成し、全国大会・国際大会で活躍できる選手を育成する。またＰＬＡＹ＋ＳＴＡＹを 

推進し、U10、11のタレント発掘および強化を推進する。 

(6)「石川県トレーニングセンターシステム」を構築する。 

  「辰口丘陵公園テニスコート」と「いしかわ総合スポーツセンター」を拠点にして、トレーニング環境の整備確立を 

図り、強化練習会や遠征・海外派遣を展開し、指導者の交流・講習会の充実を図る。 

(7)高等学校の強化拠点校づくりを強化する。 

 高体連テニス部との連携を強化し、地元高等学校においても全国で好成績をあげられる環境をつくる。    

３，具体的事業 

Ⅰ 中学校テニス連盟の事業 

（１）目的 石川県内の中学生にテニスを普及と組織化を図り、中学校体育連盟加盟へ向けた環境を整備する。 

（２）活動内容 

  ① 現在部活動として活動している中学校テニス部への技術講習会などを援助する。 

  ② 現在部活動として活動している中学校の交流大会を実施する。 

   ③ 中学校の指導者への講習会を実施する。 

Ⅱ 育成事業 

（１）目的 石川県のジュニア選手のレベルアップを図り、全国大会に出場する選手を育成する。 

（２）対象者 

   ① Ｕ１２のランキング上位選手で、県テニス協会の事業に積極的に参加する意志のある選手。 

  ② 事業期間は令和６年４月から令和５年３月までとする。 

（３）事業内容 

  ① 辰口丘陵公園テニスコートを中心に強化練習会を実施する。     

  ② PLAY＋STAY 事業を推進し,低年齢からの練習環境や保護者・コーチ含めた意識向上を図る 

   

 



Ⅲ 強化事業 

（１）目的 全国大会で上位を目指す選手の競技力の向上を促す。 

（２）対象者 ２０２３年度の北信越大会を勝ち抜いて全国大会に出場した選手の中から強化ジュニア委員会が決定する。

２０２３年度の全国大会において特に優秀な成績を収めた選手はスーパー強化選手に指定する。 

（３）指定期間は２０２４年４月から２０２５年３月までとする。 

（４）コーチは石川県ジュニア委員を中心として行う。 

（５）強化事業                                

① 年間を通じて強化練習会を実施する。 

② 県外遠征・強化合宿を実施する。 

③ ＪＴＡ・北信越テニス協会の強化事業に優先的に参加する。＊県外遠征の際には費用の一定額を協会で補助する。 

 （６）２０２４年度の強化指定選手 

＊協会が主催する強化・遠征事業に積極的に参加する意志があり、その事業を支持するチームに属しているものに限る。 

スーパー強化指定選手 該当者なし 

強化指定選手 ２０２４年度前期国体強化指定選手：角谷 亮，宮岸 亮太朗，辻本 悠嗣 

石田 紗矢，北村 海遙 

２０２３年度全国大会出場者：前中 良介，西谷 和起，角谷 宙希，北村 翔真，諏訪 隼士，甲 花梨， 

辻本 悠嗣，角谷 亮，宮岸 慶成，宮下 壱那，竹内 聡，中山 皓幹  

＊上記に該当していない選手で２０２４年度 IOPJ ランキング U14・U12 においてランキング上位４名または石川県小学生大

会単上位４名を追加する 

＊年度途中においても全国大会出場者や後期国体強化選手は別途追加する 

（７）成年男女のＪＯＰ大会等の出場に積極的な支援を行う。 

（８）国体参加選手の強化合宿を行い、「チーム石川」の意識化を図る。＊金大生の参加を促す 

Ⅳ 広報事業（１）目的 

   石川県強化ジュニア委員会の情報の伝達と交流を行い、ジュニア選手（U12～U18）並びに指導者の組織化を図る。 

（２）活動内容 

①インターネット公式サイトに情報を掲載する。 

②Ｕ１２，Ｕ１４，Ｕ１６，Ｕ１８の選手登録を推進する。 

③ジュニアランキングの広報を定期的に行う。 

Ⅴ 指導者招聘強化練習会 

（１）目的 石川県のジュニア選手のレベルアップを図るため、指導者招聘強化練習会を展開し、県内指導者の研修・交流・

講習会を充実させる。 

（２）活動内容 

  ①高体連と日本テニス協会と連携して活動を活性化する。  

  ②メーカーに積極的に働きかけ、幅広い活動を展開する。 

Ⅵ 各種大会運営 

大会へのエントリーから試合終了まで選手の競技力向上が図れるようにする、 

＊大会スタッフの増員とレベルの向上 

＊ランキング上位者に 3 セットマッチの経験を積ませる 

＊ランキング下位選手にも多くの試合経験を積ませる。（コンソレーションの実施） 

  ①全国につながる大会についてはシングルス 32 ドローダブルス 24 ドローの本戦とし予選を実施 

  ②全国につながる大会についてはシングルス 32 ドローの本戦において SF・F・5 位決定戦 1R は 3 セットで行う。また

ダブルス 24 ドローの本戦は F・3 位決定戦は 2 セットノーアドファイナル 10P タイブレーク方式で行う。 


